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荒尾精と日本初のビジネススクール・日清貿易研究所の誕生
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はじめに

本稿は 1886 年（明治 19 年）、荒生精（図

1）が、初めて清国へ渡り、岸田吟香の協力

も得て漢口楽善堂を拠点に 3 年あまり商店

を経営しながら、清国の情報収集も行って

帰国したあと、1890 年（明治 23 年）、新た

に上海で開設にたどり着いた日清貿易研究

所への経緯とその性格について検討する。

またあわせて、それが日本初、しかも当時の

世界においてもほとんど例を見ないビジネ

ススクール誕生への試みの展開であったこ

とを明らかにしようとするところに目的が

ある。

この日清貿易研究所は、その後の 1901 年

（明治 34 年）に荒尾精の構想によって同じ

く上海に設立され、半世紀に渡って存続し

た東亜同文書院のモデルになったともいえ、

その原点として位置づけることも出来る

（図 2）。その点ではその性格を検討するこ

とは、この東亜同文書院の検討をするうえ

でも十分に価値がある。

この東亜同文書院については、戦後、東西

冷戦が際立つ中、政治的観念論の流布によ

る大陸侵略のためのスパイ学校だとする政

治イデオロギー的な研究が先行し1、書院卒

業生たちはその風評に抵抗し､一斉に書院

について口を閉ざした時期があった。しか

し、戦後に日本経済の高度成長を多くの書

院卒業生が第一線で支えたので、書院がク

ローズアップされたものの、書院情報がな

く、「「幻」の名門校東亜同文書院」と称され

たりした2。その流れに直接的な変化をもた

らしたのは、1989 年（昭和 64 年、平成元

年）に生じたベルリンの壁の崩壊であり、そ

れに伴う観念的イデオロギーの呪縛からの

解放によるものであった。当時書院の大旅

図 日清貿易研究所を設立した荒尾精（左）

とそれをサポートした根津一（右）

図 荒尾精とサポートした根津一から始ま

る日清貿易研究所、さらに近衞篤麿の東亜同

文会、そして東亜同文書院から愛知大学へ続

く系譜図
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行から研究を進めていた筆者にとって、こ

の変化を強烈に当時実感したのを思い出す

3。すでにその時期に実現していた日本の高

度経済成長は、その実態がわからないまま

に前述したように「「幻」の名門校東亜同文

書院」と称された書院卒業生の活躍が注目

されるなど、東亜同文書院（以下書院）をイ

デオロギーからではなく、また「幻」ではな

いその実体解明への多面的なアプローチへ

の関心がもたれはじめるような機運も生じ

ていた。半世紀に及ぶ書院の存在は、各時代

の変動への対応もあり、もちろん一言では

表現出来ないものの、その研究への自由な

アプローチが可能になった点は大きかった

4。あわせてまた海外の研究者による世界的

なパースペクティブな視点から研究を目指

すアプローチが見られるようになった点も、

新しい動きであった5。

このような状況は、書院に先行したその

モデル的存在であった日清貿易研究所に関

する研究についてもほぼ同様に注目された

と言ってよい。但し、日清貿易研究所は小規

模でわずか 3 年間の存在であり、残された

史資料も限られるが、「日清貿易研究所」が

学校であることを知った研究者が学校経営

的な教育史の観点から6、また貿易と付せら

れた名称に注目した経済史の観点から7、当

時が日清関係や日朝関係の開幕期であった

ことから政治史の観点から8、また日清貿易

研究所をささえた出身者の特性の観点から

9など多分野からの個別的なアプローチが

なされてきた。それは、日清貿易研究所とい

う独自の名称への関心とともに、近代日本

の初のグローバル的教育機関としての存在

への注目からの研究であったように思われ

る。そのような中、貿易を中心に多面的な視

点を入れて分析のアプローチをはかったの

が村上克彦の力作であった10。また近年、野

口武は時代別の研究の流れを精緻に追い、

多面的環境の変化に対応したアプローチが

課題だとした11。

以上の研究は、それぞれの解明が進めら

れ、成果をあげてきたように思われる。但

し、研究分野が個別的であるために､日清貿

易研究所を全体としてどのように性格づけ

るかについては、まだ十分には検討されて

いないように見える。そこで筆者は前述し

たようにその点についてのアプローチを試

みたい。

すでに筆者は東亜同文書院を単なる商業

学校ではなく、ビジネススクールとして性

格づけた12。清国との貿易実務を進める上で

の清国の商業慣習・システムの修得、度量衡

の修得、経営用簿記会計の習得、事業展開お

よび起業方法の習得、それを理解するため

の清国の歴史文化的基礎教育の修得、貿易

実務のための買弁を通さない徹底した清語、

英語の実践的語学の習得、事業活動に対す

る倫理教育、長期フィールドワークによる

貿易品の調査と現地風土や人情の理解等が、

ビジネススクールの基礎的要件を満たし、

貿易実務者養成をめざす目標としていたか

らである。フィールドワークである「大旅

行」調査の成果は堂々と公表公刊され、その

中から兵要地理的教育の成果を見出すこと

は難しい。それにも係わらず、これまで書院

をイデオロギー的存在として主張してきた

研究は、そのイデオロギーに好都合と思わ

れる特殊な側面としての文言や行動､事象

をピックアップした上での一般化、さらに

は裏付けのない事象へのイデオロギー的な

思い入れがその世界では受け入れやすい環

6

同文書院記念報　Vol. 28（2020.03.31）



境があったためである。それだけに、実際の

教育によりそこで学んだ書院生全体の受け

止め方や特性およびその価値を見抜き、そ

れを評価する事が重要であろう。

とするとその原型だと思われる日清貿易

研究所の場合はそれがどうであったのか、

という点の解明を以下その設立経緯から検

討してみたい。

2. 荒尾精を追う

（ ）商業、商人への慣れ

井上雅二の『巨人荒尾精』13によれば、荒

尾精の祖父は尾張枇杷島の青物市場問屋善

九郎の娘と結婚し、その家系の中で、1858

年（安政 5 年）、荒尾精はその祖母と同じ枇

杷島の生まれだとする。枇杷島の人たちも

それを信じている。一方、現在の名古屋市西

区に当たる地の生まれだとする説もある。

いずれにしてもその両者の地理的距離はき

わめて近い。のちには現在の名古屋市東区

の地、今の愛知大学車道校舎の東側あたり

で育ったとされる14。

ところで、出生地とされる枇杷島は、江戸

時代に尾張平野の開拓開発が進む中で、城

下町名古屋に外接する好条件の位置にあり

（図 3）、市場も立つほどの農産物の活発な

集散地であり、地域の中心地として最も発

展したところであった。明治以降、戦前まで

その雰囲気は続いていた。少年時代の荒尾

は名古屋に移ってからも枇杷島の祖母の家

によく遊びに出かけたとされ、農産物など

の問屋や店が並ぶ町の中で売り手や買い手

の駆け引きも知り、そこに溶け込んでいた

と思われる（図 4）。明治維新となり、下級

武士の荒尾家は失業し、新たに都となった

東京へ一家で出て荒物屋を営んだ。10 代の

少年荒尾精もそれを手伝ったはずである。

しかし、いわゆる武士の商法で店はうまく

いかず困窮し、失敗閉店している。そんな

中、荒尾精は近くの麹町警察署長菅井誠美

に認められ、15 歳の書生として引き取られ

ている。店での振る舞いや所長宅のほかの

書生とのつきあいでの機敏な立ち振る舞い

が菅井に評価されたのであろう。

この一連の荒尾精の一件は、少年期の彼

が田舎町ではあれ、活気あふれる当時の農

村市場町の枇杷島で、そしてそのあと都会

である東京で、商売や商人に身近に慣れ親

しみ、実体験していたことを物語る。それは

のちにつきあうことになる士族出のほぼ同

年配の若者たちとはひと味もふた味も違う

巾の広い性格を身に付けることになったも

のと思われる。士官学校を卒業したあと赴

任した熊本鎮台時代に「今西郷」と市民から
図 名古屋城下と枇杷島（手前）をつなぐ

橋の賑わい

図 枇杷島の市場町の賑わい
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人気を得たことはその片鱗であろう。

そしてこのことは、多少先走るが、荒尾精

がこのあと軍人教育を受けて軍人への道を

進むが、本稿のテーマである日清貿易研究

所、またそれより前の段階の、後述する漢口

楽善堂での商店経営と商人をつとめ、その

ための商業情報の収集も担当することにな

ったとき、その任務と役割への抵抗感はな

かったものと思われる。彼の指南役となる

国際商人になっていた岸田吟香に最終的に

気に入れられたのも、そのような体験と気

性が備わっていたからであろう

（ ）清国への関心の芽生え

荒尾精が書生として菅井家に入ったあと、

すぐ両親は他界し、菅井誠美が将に親代わ

りとなった。菅井は他の二人の書生と共に

荒尾精に漢英数学を教える私立学校へ通わ

せ、欧米学では外国語学校で当時主流であ

ったフランス語やフランスの学問を学ばせ、

あわせて漢籍と撃剣も学ばせた。荒尾精は

菅井の期待にこたえるべく懸命に学んだ。

当時、朝鮮問題が浮上する中、清国がその背

後にあることが書生や所長宅への来訪者の

間でさかんに議論され、荒尾精の関心も次

第に清国へ向かった。そして西南の役が起

こったことで､荒尾精の関心はさらに高ま

り、署長の菅井誠美に、外国語学校をやめ、

清国事情を研究すべく軍人になりたいと請

い、菅井の了承のもと 1878 年（明治 11 年）

に教導団へ入団した15。そしてこの教導団で

の砲兵科の 2 年間、徹夜や厳寒も厭わず猛

烈に学び、武術も訓練し、体力を養った。一

途に清国行きへの努力であったように思わ

れる。

その努力が実り、翌 1879 年（明治 12 年）

には教導団を卒業し、陸軍軍曹として大阪

鎮台の半小隊長に就任している。荒尾精に

とって初の軍人職であった。ここでも士気

を挙げる工夫をするなど、指導者としての

力量を身につけている。

それらが評価され、翌 1880 年、陸軍士官

学校の歩兵科へ選抜された。そこでは荒尾

精の志と気風に畏敬の念を持つ 20 余名の

靖献派といわれた校友グループが誕生し、

荒尾精がそのリーダーとなっている。のち

の漢口楽善堂における彼のリーダーシップ

力の芽生えがうかがわれる。また、ここで

は、1 年先輩に当たる根津一が、彼を中心に

した勉強会の「谷中会」を結成しており、そ

れに加わった荒尾精と巡り会っている。そ

こで根津一は荒尾精の「支那の保全と改良」

という壮大な構想に強い刺激を受けて共感

し、そのような発想を持った荒尾に敬服し、

その後の二人は強い絆で結ばれた盟友とな

り、後述する日清貿易研究所、さらに東亜同

文書院を背負う契機となった。この時期に

荒尾精は清国との関わり方にすでに強い信

念を持ち始めていたことがうかがわれる。

こうして荒尾精は 1882 年（明治 15 年）

にそこを終え、24 歳、陸軍歩兵中尉となり、

日本や東アジアの大局を理解するために関

係書を読み、先人の意見も聴集し、東アジア

のあり方まで検討、構想するようになった。

その中で欧米列強の東アジアへの侵入のま

すますの激しさを知り、その実態を把握す

るために軍籍を辞し、このさい清国へ渡る

決意をしている。少尉になれば、自分の希望

する進路を申し出ることが出来るという背

景があったためである。

しかし、真っ先に相談した菅井誠美は反

対し、ほかの相談相手も皆反対した。それら
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の反対理由は、荒尾精の習得したこれまで

の訓練では小技術の訓練にとどまっており、

師団を単位とした連隊以上を動かす大技術

を習得できていないし、実地の訓練も不十

分だという点の指摘で、共通していた16。盛

り上がった清国行きへの志とその熱意が折

られた格好になった荒尾精は、そのエネル

ギーをこのあと雪の木曾山脈へ薄着で入山

してぶつけるが、猟師に野獣と間違われて

発砲され、危うく命拾いをしている17。

（ ）清国を知る

ところが、この清国行きの挫折が思わぬ

道を荒尾精に開くという幸運があった。

それは翌 1883 年（明治 16 年）、熊本鎮台

の歩兵大 13 連隊付けに赴任したことから

始まった。ここでも荒尾精は青年士官とし

て励み、模範となり、隊内のみならず隊外に

も広く知られた。とくに西郷ファンの多か

った熊本の人びとからは、荒尾精の体軀の

大きさまでもが西郷似であったため、「今西

郷」と称され愛された。そして荒尾精にとっ

ては折しも清国からこの熊本鎮台へ帰国し

てきた御幡（おばた）雅文との出会いが最高

の舞台となった。

御幡雅文（1859-1912）は肥前（長崎県）

の生まれ。清国への派遣留学生であったが、

留学を終えて折良くこの熊本鎮台へ帰国し

てきた。この御幡雅文は、のちに荒尾が開設

する日清貿易研究所で上海語も含め清国語

の教師になっているし、のちに三井物産が

上海で本格的な活動をするようになると、

そこに勤務しながら、東亜同文書院でも清

国語の授業を担当している。御幡雅文によ

る『華語跬歩』18は日本人用の初の本格的な

清国語教科書であった。この御幡雅文に出

会うと荒尾精は同じ宿舎に陣取り、御幡雅

文が清国で体験した清国事情を詳細に教え

てもらう一方、お互いの仕事外の時間を使

って清国語を教授してもらった。荒尾精の

熱心な勉強ぶりに御幡雅文は感嘆したとい

う19。こうして荒尾精にとっては初めての本

格的で生きた清国語と生の清国情報に熊本

にいながら触れることが出来た。それはさ

らなる清国行への自信の高まりと期待につ

ながった。

しかし、荒尾精の度重なる清国行きはす

ぐには認めてもらえなかった。それどころ

か 1885 年（明治 18 年）には東京の参謀本

部支那部へ配属された。しかし、これも荒尾

精にとっては幸運であったといえる。この

人事には参謀本部の意向もうかがえそうで

ある。この支那部では、東アジアの典籍や地

図類を自由に見ることが出来、荒尾精自ら

が東アジアの構想を検討出来、専門家的経

験者たちとの情報交換なども出来たからで

ある。

こうして 1886 年（明治 19 年）、ついに思

いを強め憧れにもなっていた清国行きが実

現することになった。28 歳の時であった。

少年時に書生として引き取られた所長宅で

清国の話を聞き、関心を持って以来、13 年

ほどの時が流れていた。

（ ）清国―岸田吟香との出会い―

しかし、情報を得、あこがれにもなって

いた清国には頼れる知り合いはいなかっ

た。そんな中で目指したのは上海であっ

た。上海は日本に最も近く、日本人も住む

ようになっていたからである。そこで訪ね

たのが上海の岸田吟香で、彼はかつて横浜

で宣教師ヘボンから目の治療を受けたとき
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作り方を覚えた目薬「精綺水」や清国人に

必要な実用書籍を「上海楽善堂」で販売

し、財をなしていた。美作生まれの岸田吟

香は少年期以来、漢学に秀で、江戸昌平黌

でも学び、水戸藩の教師にもなったほど

で、挙母藩（三河）詰めのあと、武士や軍

人が嫌いになり、武士から足を洗った。そ

して民間人としてあらゆる仕事をし、目を

悪くしてヘボンのところへ治療に駆け込む

という経歴があった20。そして折からヘボ

ンが進めていた日英辞書の作成をサポート

し、この辞書の印刷のために上海まで同行

してそれに協力し、その傍らその社交性を

発揮し、上海人たちとの間に岸田吟香コミ

ュニティーを形成するほどであった21。

荒尾が会ったときには、岸田吟香は、

東京銀座に楽善堂を開店したほか、新聞

社、汽船会社、石油採掘会社、福祉事業な

ど次々事業を展開していく途中にあり、日

本人初の国際商人となっていた（図 5）。

類書では、荒尾精が岸田吟香に会って、そ

の目的を告げ協力を請うと岸田吟香はすぐ

受け入れてくれたとある。しかし、軍人嫌い

で、折からの自由民権運動にも共感し、1880

年(明治 13 年)には後述する「興亜会」のメ

ンバーにもなっている岸田吟香は、50 歳あ

まり。荒尾精はまだ 28 歳で両者には親子ほ

どの差があり、荒尾精をそんなに簡単受け

入れることはなかったと思われる。フィク

ションとはいえ戦前、人気があって、時々上

演された荒尾精を主人公にした演劇の脚本

では、何日も繰り返し荒尾精が岸田吟香の

所へ懇願しに訪れたある日、荒尾精がこれ

だけの決意がありますと、ついに手元のピ

ストルで部屋の花瓶を打ち抜いたとき、や

っと岸田吟香は荒尾精を信用し、受け入れ

てくれたなど、他の場面も含め、ドラマチッ

クに盛り上げている22。

その結果、岸田吟香は地元上海について

は欧米の租界が中心であり、清国を本当に

知りたいなら、長江（揚子江）中流の漢口の

町が適地だとすすめた。折しも漢口には日

本の領事館が新設され、吟香もなんらかの

支援をし始めていたのであろう。動きはス

ムーズであった。そして漢口へ楽善堂の漢

口支店を設け、目薬と書籍、雑貨等の商品を

上海楽善堂から入荷することでスタートし

た。確かに漢口は華中の東西南北方向をつ

なぐ中心的な町であり、長江で上海ともつ

ながる絶好の立地点であった。店の場所も

運搬に好都合な長江沿いが選ばれた。しか

し、この漢口については、好条件の地にあり

ながら、この時期、まだ日本人がほとんどお

らず、荒尾精が脚を踏み入れる 1 年前の

1885 年（明治 18 年）、ようやく前述の日本

の領事館が置かれ23、数人の日本人関係者が

いるに過ぎなかった。上海の領事館（1870）

設置より、15 年後のことであった。1870 年

代には日本の領事館がヨーロッパに 9 館

（名誉館長も含む）が設置されるが、清国で

は上海のほか香港（1872）、厦門と福州（い

図 上海から帰った当時の岸田吟香と晩年

の岸田吟香（いずれも『岸田吟香伝』旭町教

育委員会刊、 年より）
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ずれも 1874 年）、天津（1875）、芝罘と牛荘

（いずれも 1876）など７領事館であった。

1880 年代になってこの漢口（1885）と広東

（1888）の 2 領事館が設けられた。この漢

口の日本の領事館は清国内での先発組の末

期に設置されたが、清国内陸部へは初の立

地であった。

したがって、荒尾精は漢口における日本

人としてほぼ最初のパイオニアとして赴任

したといえる。最初の領事が帰国したあと、

町田実一が赴任し、少人数の日本人同士で

相互に情報交換し、町田領事により日本か

らの物産を漢口楽善堂で取り扱う提案がな

されている。

最初のこの漢口への領事館設置には岸田

吟香も協力し、日本との経済的つながりを

考えたであろう事は十分考えられる。それ

ゆえに岸田吟香がその筋の上で荒尾精を漢

口へ送り込んだという見方も出来る。前述

した岸田吟香の荒尾に対するチェックの厳

しさとその受容は、荒尾精が単なる軍人で

はなく、日清間の貿易取引に関心を持って

いることを見極めたということであり、岸

田吟香は荒尾精が自分の路線と重なること

で信用したのであろう。

こうして荒尾精は、岸田吟香の思いも重

なる経済をベースにした清国事情調査と、

あわせて軍人としての清国の軍事戦略上の

調査を併行ないしは重ねながら進めること

になった。

（ ）私塾としての漢口楽善堂

こうして店を開きながらの荒尾精の奮

闘が始まった。書籍の販売も行ったため、清

国の古典籍も含め、多くのいわば参考資料

も集められた。しかし、荒尾精ひとりでは対

処出来るものではなかった。今日言うとこ

ろのフィールドワークによる現地調査はか

なり容易ではなかったからである。

そんな折、日本から同年代に近い若者た

ちが清国へ渡ってきていることを知った。

彼らは西南戦争で政府軍に破れた南九州、

幕末に官軍に敗れた会津など東北地方の出

身者が多く、明治政府のもとでは前途を失

ったその先を清国に求めようとしていた。

そんな彼らに荒尾精は着目して、彼らを集

め、大きくは外事（フィールドワークによる

調査研究）班と内事（資料整理）班に分けて

分担させ、内規を作成して組織化し、集団全

体を動かそうとする構想を持った24。かつて

荒尾精が軍事教練で得た指導方法だったと

いえる。

すでに関心を持った肥後（熊本）出身の宗

像小太郎が最初からアプローチしてきた。

彼の呼びかけなどにより 2 年目になるとそ

れに応じて、上海や天津などから肥後出身

者を始め、東北出身者なども漢口楽善堂に

集まってきた（図 6）。その数は 20 人あまり

となった。石川伍一（秋田）のように必ずし

も定着しないメンバーもいた25が、皆修羅場

図 漢口薬善堂における荒尾精と同志たち、

及び堂員の出身地分布
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をくぐってきた若者が多く、自己の目的を

持ち、個性的で年齢も幅があり（図 7）、荒

尾精は彼らを軍隊のようにはまとめること

はできなかった。

それでも外事班を希望するメンバーが多

く、詳細は省くが、漢口を本部（荒尾精）と

し、湖南支部（高橋謙支部長）、四川支部（山

内厳支部長）、北京（宗方小太郎支部長）と、

各地に支部が設けられ、それぞれに 3~4 名

が配置された（図 8）。彼らは非公式な外国

人だとわかると当時の清国内では危険であ

るため、清国人の商人の格好をして、販売と

情報を集めた。それでも清国語と方言には

不慣れであり、浦敬一（伊犂を目指した）、

広岡安太(四川)は行方不明になり、藤島武彦、

松田満雄、山崎羔三郎､石川伍一らのように

危機一髪の経験者も出た。情報収集のため

の旅の資金は乏しく、その上に病気にかか

り、不慣れな土地での命がけの苦労が多か

った（図 9）。行程は大変であったが、それ

でも各地からの情報が集められた。

一方、内事班にかかわる活動として、日本

からの商品の輸入と販売という貿易商業活

動も行われ、熊本出身者が多かったことか

ら、熊本産の商品が持ち込まれたりして、そ

の販売活動も行われた。

のちに、これらで収集された成果は荒尾

によって集約され、編集・執筆は盟友の根津

一に託された。根津一は夜にはネズミと友

達になるほど根を詰めて半年あまり毎日作

業を進め、1892 年（明治 25 年）、後述する

日清貿易研究所の時代、『清国通商綜覧』全

3 巻として丸善から出版し、世に問うた。総

ページは 2000 ページに達した26。この本に

よって初めて清国の実情を知ることになり、

日本人の間でベストセラーとなり、あわせ

て日清貿易研究所の名を広く知らしめた。

図 漢口薬善堂の本部と 支部の分布

及びそれぞれのリーダー名

図 主な動員によるフィールドコース

（×は行方不明を示す）

図 上海における日清貿易研究所の位置
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この活動も 3 年あまり、荒尾精が任務を

終え帰国すると、メンバーは求心力を失い、

ばらばらになってやがて活動は停止した。

3.「日清貿易商会」構想の模索

（ ）荒尾精の『復命書』

3 年あまりの任期を終えた荒尾精は、1889

年（明治 22 年）帰国し、『復命書』を参謀

本部に提出した27。そこでは漢口楽善堂での

活動の成果が述べられ、華中から清国全体

の動きの情報について見聞をふまえた説得

力のある形で多面的にとらえ、まとめられ

ている。

復命書の性格上、当然清国の情勢とその

分析が主に述べられている。詳細は省くが、

まず清国、清朝の歴代の歴史をレビューし、

かつての繁栄は今日弊害が積み重なり、外

面的には海軍や兵器工場、資源開発などの

近代化が進みつつあるように見られるが、

内面的には腐敗が極みにまで達しており、

今日ではまだ少し保持できるが、このまま

では清国自身の長い持続は困難だと述べて

いる。そしてその背景を歴代の王朝史の興

亡から論じ、この清朝では満人が多数の漢

人を支配する構造の特殊性の中で、長年の

矛盾が弊害を増幅し、民心はすでに離れ、統

治機構の隅々まで腐敗が浸透している現状

を提示している。そんな中で、それを改革し

ようとする組織は個別的で、全体を指導す

る人物が出てきていないとする。李鴻章は

優れた人材だが、高齢化し、ほかの布政使も

同じであり、今後 10 年間は人材の輩出は期

待できないともする。このような乱れは軍

においても同様で、著しい軍紀の乱れの事

例を多く挙げて示している。したがって、日

本が清国と対峙するには、このような清国

の外面と内面のギャップを理解して置くべ

きだとする。

ところで、以上のような清国の国情を踏

まえ、日本が清国と相互の貿易を活発化す

ることについては、東アジアに迫っている

欧米勢力の具体的な浸透状況を軍事のみな

らず、貿易経済活動についても示しつつ、そ

れらへの対抗上、それが必要だとし、あわせ

て「商権」を確保する必要があるとしてい

る。そのため新たに「日清貿易商会」を設立

し、人材を養成することを提案している。そ

こでは荒尾精がまさに漢口楽善堂で実践し

てきたシステムをモデルとした内容であっ

たことがわかる。

このように、荒尾精の「復命書」は軍人と

しての使命を果たしつつ、日清間の貿易開

発まで力説し提案するという点でオリジナ

ルな内容であった。そこに荒尾精の本音へ

の転換が読み取れる。そしてこのあと、自ら

提案した「日清貿易商会」設立のために動き

出すことになる。

（ ）「日清貿易商会」への模索

帰国し、「復命書」も提案した荒尾精は、

「復命書」の中で提案した「日清貿易商会」

の設立を上海で目指すために、まずは時の

内閣の担当者をめぐり説得工作を開始した。

対象は軍事ではなく、貿易経済の分野であ

り、関係する省庁は広がった。清国へ行く

前、若いながらも知名度は高く、清国の現地

で優れて実践的観察の上に具体的な提案を

込めた「復命書」を作成した高い評価が、内

閣のトップにも会えた理由だったのであろ

う。

具体的には内閣総理大臣の黒田清隆、大

蔵大臣の松方正義、農商務大臣の岩村通俊、
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農商務次官の前田正明らであり、いずれも

荒尾精の日清貿易人材養成構想に賛成し、

それに協力しようとする上々の反応であっ

た。資金は北海道の官林伐採により 10 万円

捻出しようという具体的な話まで進んだ。

その確約により、荒尾精は大臣たちから

の紹介状ももらい、早速生徒募集のための

各地への行脚を行い、講演をして呼びかけ

た。各地の講演会は盛況で、欧米一辺倒であ

った世の中に、清国への興味ももたらした

とされるほどであった。それらの講演会の

うち、金沢や博多での講演会の記録が残さ

れている。そのうち、1889 年（明治 22 年）

12 月、清国に近い博多で行った講演会は多

くの若者を含む聴衆が集まっていたので、

荒尾も熱が入っていたように思われる。そ

して当初の荒尾精の構想が語られているの

で、それをまとめる形で以下に示してみよ

う28。

すなわち、当時の欧米の東アジアへの進

出状況が著しいこと、今後の日本は欧米に

対抗するには、軍事力では到底およばない

ことから 清国との貿易による商業力を発

展させることが重要であること、自分は清

国で 3 年あまり、そのために清国の商取引

や商業商人の状況を観察し、それまでの軍

籍、軍人社会を捨てて商工業者となり、商工

業の周旋役となって日本の商工業の発展を

目指すことにしたこと、しかし、清国との貿

易は清国をよく知った上で行わなくてはな

らないこと、実際、日本の商人が清国との貿

易をし始めているが、ほとんど失敗してい

ること、その理由は 3 つあり、一つは清国

では共通貨幣がなく金銀の量で行われてい

る。よって金銀銅の鑑識眼や度量衡の実践

的知識が必要なこと、清国人の番頭を雇用

しても言葉の壁があり、だまされやすいこ

と、2 つには清国人の商慣習は多様かつ異様

でさえあり、仕入れ時期も慣習的に守られ

ている。それを知らぬ日本商人は失敗する

ことになる。日本商人は商品の価格も私欲

に走り、安売りをするなどして損失する。3

つには、これらへの対策は商業といえども、

学校も必要だが、それ以上に実地を踏まえ

た実習訓練がいること。そこで自分として

は上海に日清貿易商会を設け、そこに日本

の商品を陳列し、販路を開拓する。そのさい

その傍らに日清貿易研究所を付設し、日本

青年 300 人を入所させ、取引上の清語、英

語を磨き、金銀銅の鑑定や度量衡への対応、

販売の駆け引きなどを訓練して貿易商人を

育てることを目指したい。これらを 3 年間

で行い、うまくいけばもう 1 年間、清国内

を実地に巡り、港湾や日本品の取引状況な

どの観察もさせたい。そしてさらに亜細亜

貿易協会を設立して、それに亜細亜貿易研

究所を付設して、各地に商会の支店を設け、

アジア各地の研究生を貿易人として育成し、

アジア全体にそのネットワークを広げたい、

という構想を開陳した。

この中でもっとも重要な主目的は、貿易

取引実践の場として、そしていわば貿易会

社としての日清貿易商会の設立であり、付

設の日清貿易研究所はそのための手段とし

ての語学研修や通貨、度量衡などの基本的

な学事実習の場であった。とてもビジネス

スクールとはいえない内容であった。つま

り日清貿易研究所の設置が主目的ではなか

った事である。

こうして、各地での勧誘的講演・演説はそ

れなりに功を奏し、全国から 300 人の志願

者が集まり、学科や身体検査により、150 人
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の青年が入学することになった。

（ ）混乱の中から浮上した「日清貿易研

究所」

こうして計画を進める段階になったとき、

岩村農商務大臣が病気で倒れ、陸奥宗光に

交代したため、前田正名農商務次官も辞任、

山林局長の官林伐採反対、さらに自由党と

改進党による政府への予算削減要求なども

あって、資金源とした山林売却案の見通し

が立たなくなっていった。

そんな中、荒尾精は予想外の事態の進行

に途方に暮れて、自殺まで考えたほどであ

った。しかし、自殺決行の直前、階下の釜の

湯のはじける音に覚醒したという29。荒尾は

気を取り直し、大義を信じて30、最後に長崎

から乗船した 60人も含め 150人の青年や職

員も含めた 200 人と上海に向かった。上海

上陸後一同揃って日本領事館に挨拶に出か

けている。そして 1890 年（明治 23 年）9 月

23 日、当初計画された黄浦江東の浦東地区

ではなく､高橋謙などによって用意されて

いたイギリス租界大馬路の一角である労合

路の 3 棟からなる仮校舎を確保して開校式

を行った。各県知事からの祝詞もあり､飾り

付けや酒の饗応も在り、盛大であったとい

う31。荒尾精はここでも改めて貿易の重要性

を挨拶として述べ、その趣旨で日清貿易研

究所の精神と初の国外での学校であること

から、生徒となった青年たちに厳格な規律

を守ることなど訓示している。しかし、財政

のめどの立たない中での苦しさを胸に抱え

たスタートであった。

そのことが上海での生活が始まるや、た

ちまち困難に直面する事になった。上海特

有の気候や湿地からもたらされるマラリア

などの風土病でほとんどの学生がダウンし

た。そのため少ない予算はその治療費で消

費され、荒尾精は根津一に代理を頼み、すぐ

金策のため東京へ向かった。初の正月を迎

えるに当たり金庫は空で、留守役の根津一

は、三井洋行や岸田吟香などからの援助で、

生徒たちに正月らしい祝いを演出したが、

商業実習や授業も進まず、生徒たちの間に

は不安と教育環境への不満が高まり、代理

の根津一でもそれを抑えきれない状況とな

った。

翌年 2 月、ようやく帰ってきた荒尾精は

懸案の財政問題がうまくいかなったこと､

そしてそのために当初目指した日清貿易商

会の設立を断念したことなどを生徒の前で

告げた。その結果、生徒の中に動揺が高ま

り、不満グループが上海の日本新聞社に批

判記事を書かせたりして、生徒の中が割れ

た32。結局､荒尾精は不満の溶けない 30 人を

退学させざるを得なくなった。退学者には、

荒尾精を信じられなくなった九州以外の出

身の生徒の多くが含まれていた。

そして当初目的の商社的機能の日清貿易

商会を廃止して、ここにその付設としてい

た日清貿易研究所部門を中心に据えた学校

への転換を図った。そして教頭には猪飼麻

二郎長崎商業学校の校長を招き、教学部門

の再編成を行い、あらたな出発を目指した。

そして校舎も競馬場近くの洋館へ移した

（図 10）。こうして 2 年目の 10 月 3 日、創

図 当初案「日清貿易商会」から「日清貿易

研究所」への浮上
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立 1 周年記念式を多くの来賓を招いて催し

ている。

このような波乱と再編の中で、当初付設

扱いであった日清貿易研究所が表面に浮上

し、図 10 に示すように、その中心になるこ

とになった。このことが、以下のように実質

的に日本初のビジネススクールを誕生させ

る結果となったのである。

3.誕生した「日清貿易研究所」

（ ）出来上がったカリキュラム

日清貿易研究所の性格を知るポイントは、

そのカリキュラムにある。現在わかってい

るのは、表 1 に示す 1 年分のみである。当

初の日清貿易商会を中心とした構想では、

日清貿易研究所はあくまで付設であり、語

学と商品取り扱い上の処理技術程度の習得

の場であり、きちんとしたカリキュラムは

なかったと思われる。1 年目に在学した鳥居

素川の日記にも上海各地を出歩いた記録は

あるが、授業を受けた記録は見られない33。

前述したように 1 年目の研究所内が混乱し

ていた状況下では、日清貿易協会もその体

をなさず、また日清貿易研究所の方も授業

や実習が正常にはなされなかったと思われ

る。

前掲表 1 はそのような新たな出直しの中

で、第 1 年生用とされるカリキュラムであ

る。退学せず残留した生徒用の日清貿易研

究所独自の新カリキュラムとして急遽作成

したものとみて良いだろう。

それによれば、全体は「前半季」と「後半

季」に分けられ、それぞれの季がさらに 2 期

に分けられている。そして語学の中心は清

語と英語で、年間を通じて「清語」は週 12

時間、「英語」も 6 時間課せられている。こ

の課業体制はのちの東亜同文書院のそれと

ほぼ同じであり、書院へ継承されたことが

うかがわれる。次いで簡単に各科目の趣旨

を見ると、アジアさらに清国を多面的に知

る「商業地理」、数千年来の盛衰と今日の状

況を知る「支那商業史」、後述する「簿記学」、

古代以来の由来を知る「和漢文学」、清語、

英語への「作文」、商業必須の算用を学ぶ「商

業算」、「習字」、「臨時講義」、「柔道、体操」

などで、時間数は科目によって異なるが

年間を通じて課せられている。それに対し

てその原理を知りつつ、需給や生産分配の

仕組みを知る「経済学」、および立法とその

思想を学ぶ「法律学」は最終的な理解科目と

して位置づけられ、後半季の後期に課せら

れている。また重要な実習科である「商務実

習」は基礎が出来てからの前半季の後半か

ら後半季の最後まで続くように配慮されて

いる。また商業の「簿記学」は、記帳の原理

を理解した上で、投資から取引処理、そして

売買経営まで実務を習得する実践的な科目

となっている。ところで清国末期の簿記を

研究した田中孝治は、この簿記の学習が

清国の商業地理、商業慣習、清国の制度の理

表 日清貿易研究所第 学年履修学

科目予定表（『沿革史』より）

16

同文書院記念報　Vol. 28（2020.03.31）



解につながると指摘している34。またそれに

関連して「商業実習」では前半季の後半で日

清両国の度量衡の使用法、日清貿易品の研

究を習得する。とくに清国では統一貨幣が

なく、度量衡は地域差は大きく、取引上の両

替には重要な技量が必要であり、重要視さ

れたことがわかる。さらに後半季では日清

両国の商業組織と営業方法を習得し、その

あと研究所での模範実習と小規模になった

が商会での実習経験が課せられ、ビジネス

実践への橋渡しが準備されていることがわ

かる。

いずれにせよ、このカリキュラムは商業

実務の基礎科目と実践科目の数と時間数が

過半を占め、語学を加えると 8 割以上にな

り、生徒を事業経営の世界へ乗り出すプロ

グラムになっている。その点では、この日清

貿易研究所は、2 年目の大改革によって、ま

さに日本初のビジネススクールへとその姿

を変え、飛躍したといえる（表 1 参照）。の

ちの東亜同文書院は、先走ったことを言え

ば、その発展形だといえる。その点ではこの

改革再編はラッキーであったといえる。

（ ）カリキュラムの背景

では、このようなカリキュラムの内容が

なぜこの時点で誕生したのであろうか。こ

こでは荒尾精構想にも影響したであろうそ

の前史を人脈とともに検討してみる。

清国への関心、明治初期、琉球や台湾、

さらに朝鮮を巡る問題発生の中で、その背

後にいる清国の存在を知ったことからであ

った。そこで初めて両国の親善をはかるた

め大久保利通が渡清して李鴻章と会談し、

初めて道をつけたが、帰国した大久保利通

は暗殺され、中断してしまった。それを引

き継ごうとした海軍大尉曽根俊虎は有志で

「振亜社」をつくり、1880 年（明治 13

年）「興亜会」を結成、日本では最初とい

えるこの時期に清語を教える学校を設けて

いる。のちにこの会がいわゆるアジア主義

の原点だとする見方を呼んだ35。会長はの

ちに東亜同文会のリーダーにもなる長岡護

美であった。この会はこのあと清国人会員

を考慮して「亜細亜協会」と改名した。こ

の学校では、多種の古典・漢文や西欧の

「自由の理論」購読、洋算、などが開講さ

れ、別科と夜学も開かれた。明治後半にな

ると、この「亜細亜協会」は、のちに誕生

した東亜同文会に併合されている。

また図 6 で示したように幕末の官軍によ

って敗れ、未来を明治政府下では見いだせ

ないと考えた会津を中心にした東北の若者

や、1877 年（明治 10 年）に西南戦争で敗

れた西郷軍の南九州の若者たちが、新天地

の見も知らぬ清国へ出かけたことは前述し

た。荒尾精が漢口楽善堂に集めた若者たち

はこのタイプであった。

その中で 1877 年（明治 10 年）、西郷軍と

して戦った肥後の佐々友房は戦後一時収監

されるが、解放されたあと、西南戦争の戦場

として荒れ果て、疲弊した肥後・熊本の再興

を目指すにはまず教育からだと、1879 年（明

治 12 年）私学の「同心学校」を熊本に設立

した。そしてこの学校では清語と韓語も教

えた36。佐々友房は早くも清国や朝鮮とのつ

ながりを肥後の復興要素に考えていたので

ある。前述した「興亜会」とほぼ同じ時期の

日本最初の清語教育であった。この学校は

1881 年には「同心学舎」と改名され、翌年

にはのちに熊本の私学の源泉となる「済々

黌」と改名、ここでも清語教育は御幡雅文に
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よって支那学科として特設継続された。明

治 17 年（1884 年）のカリキュラムはそのす

べてを示せないが、多種多様の著名な古典

漢文の購読、作文、習字、数学、物理、英文

購読では、原文での地理書、万国史、米国史、

仏国史、英国史、文明史、理学書などの購読、

英作文、経済学、法律学、刑法、理財論、そ

のほか多くの科目が設けられ、清語教育は

特設科目として設けられ、高等専門科の一

つに支那語学の会話も設けられている37。そ

の多様さは後述する東洋学館がより欧米指

向的ではあるが、その内容には重なりも見

られ、前述したその後の日清貿易研究所の

カリキュラムとも重なる部分が見られる。

そして同校ではその後カリキュラムは旧制

中学並みに整備されていく。

このように熊本は清国の世界に熱い思い

を持っており、1881 年には旧士族を中心に

紫冥会を結成し、のちにはその一部の組織

として熊本国権党という清国や朝鮮もネッ

ト化して地域振興をはかる実業集団からな

る地方政党を生んだりしたほどであった38。

国内はもちろん、海外とつなげるために県

や国まで働きかけて 1887 年（明治 20 年）

熊本県西部の有明海と八代海の境に位置す

る宇土半島の先端に三角港を完成させてい

る39。これらのメンバーには宗像小太郎を始

め井手三郎、片山敏彦、広岡安太、松田満雄、

山田珠一、奥村金太郎、前田彪、川原角次郎､

佐野直喜、などの渡清経験者が多く、このあ

と日清貿易研究所とつながる人物も多かっ

た。

1884 年（明治 17 年）6 月、それまでのベ

トナムへの権益紛争から清仏戦争が起こり、

フランスが福建省と台湾を中心に勝利する

と、これが日本に危機感をもたらした。早

速、宗像小太郎は佐々友房に同行して情報

を収集するために上海へ出かけている。当

然清国への関心も高まり、8 月には初めて上

海の虹口の乍浦路に「東洋学館」が設立され

た。自由民権派、九州改進党などは清国に近

く､フランスの進出に危機感を感じた熊本、

福岡の九州グループが中心になった40。近接

している清国を多面的に知り、清国内の革

新派との提携し、清国に憲政も実現させた

いという構想目的があった。当然、カリキュ

ラムは清語教育を含む「支那学」が中心に置

かれ、関連的に政治経済学（付支那学）、法

律学（同）、商法学（同）、理学（当分開講せ

ず）、哲学（同じ）、の 5 門分野が配置され

41、未開講も含むと今日の大学の経法文学部

並みのスケールで、ギリシャ・ローマ史や西

洋語も多く含まれ欧米流の科目が多い（表

2）。これは欧米が租界に進出しており、上海

での欧米人との交流も考慮したためであろ

う。理学と哲学が開講出来ない状況からは、

教員がこの時期に揃ったのかどうかも気に

なるところである。また清国に関する科目

はほとんど語学と文学が柱で、多少商取引

関係科目もあるが、全体としては教養科目

表 上海における開設当初の東洋学館のカリ

キュラム表 （注 の熟論文（ ）より）
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主体のカリキュラムであり、商業・貿易人材

育成を目指そうとした設立目的との間には

ギャップが見られる。明らかにビジネスス

クールのレベルにはなっていない。しかし、

学校設立のカリキュラムとしてはかなりバ

ランスをとり、先進的な意気込みがあった

ように思われる。と同時に、財政力や校舎問

題など、後述する経過を見ると大風呂敷を

広げたようにも思える。それは荒尾精がま

だ清国へ向かう 2 年前のことであった。

東洋学館の募集期間が迫る中で志願者が増

えたが、進学希望者が訪れた上海でこの学

校自体を見つけるのが難しいということが

評判になり、学校が有名無実ではないかと

いう評判が立った。またあわせて志願者に

は徴兵逃れが多いと地元で言われるように

もなった。加えて、また設立者が政府批判の

目立つ自由民権運動家が多く、さらに財政

力の課題もあり、結局、文部省は 2 年目に

なっても設立認可を与えなかった。そのた

め画期的に構想された日本初の清国での本

格的な学校展開は 1 年中途で挫折してしま

ったのである。しかし、のちに荒尾精のもと

「日清貿易研究所」を再編するときに荒尾

がこの東洋学館の存在と先進的なカリキュ

ラム内容を知っていたかどうかである。

（ ）『清国通商綜覧』のまとめと刊行

ところで漢口楽善堂での 3 年あまり、清

国の商業経済を中心に情報を集め研究した

荒尾精は、その過程で構想を得た日清貿易

商会の設立準備と復命書の執筆で帰国後も

多忙であり、その情報整理と編集を盟友の

根津一に託した。その意向を受けた根津一

は半年間、飲酒と喫煙を絶ち、一心不乱に仕

事に没頭したことは前述した。それがまと

まり、1892 年（明治 25 年）「『清国通商綜

覧』として日清貿易研究所（発売は丸善商社

書店）から刊行された。全 3 巻の 2000 ペー

ジの大著となった42。日清貿易研究所が発足

して 3 年目のことであった。しかし、その

編集は日清貿易研究所が発足する前から進

んでいた。本文中に日清貿易である商業学

研究所を設けるという構想を実行中である

ことを述べているからである43。この書は日

本人にそれまで知らなかった清国の実態を

総合的に伝える書として当時ベストセラー

になったという。日清貿易研究所もこれに

よって知名度を挙げた（図 11）。

この書の第 1 編（門）は「天」の巻とし

て「商業地理」から始まり、荒尾精の貿易重

視と日清貿易研究所の発足に合わせている

ことがわかる。最初に清国の位置、人口、人

種、地形などが示され、次いで 18 省と北京、

南京について気候や交通、物産等も加えた

地理概況がまとめられている。続いて開港

され､貿易には不可欠な 25 港が、地理的条

件や沿革をベースに貿易状況、物産、船舶、

居留地等、貿易関係を中心に一部データも

図 『清国通商綜覧』の表紙
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加え丁寧に紹介され、そのあと気候、風俗、

教育、宗教などの基礎的状況も紹介してい

る44。

第 2 編は行政組織とその管理に係わる歳

出入、塩、茶、農政、鉱山、新旧海関、税、

貨幣、度量衡、郵政。第 3 編は運輸関係で

海陸運、交通機関、倉庫、保険。第 4 編は

金融関係。第 5 編は通信。第 6 編は生業で、

工業、新（近代）工業、農業、養蚕業、漁業、

牧畜業、山林業、外国貿易、などに触れ、最

後にまとめとして、なぜ日清貿易が不振で

あるかについて、清国商人の特性も指摘し

た上で前述した 3 点を挙げ、その打開策こ

そがもっとも重要な貿易人材の養成にあり、

いま日清貿易研究所という商業学研究所を

設け、日清貿易品陳列所も設けて生徒に実

習させる計画であり、これは空論空想では

ないと述べている45。

そして巻末には「雑記」として、同郷の会

館、問屋と商店組織、訪問の仕方、事業の起

業に関すること、家の借り方、ビザ、清国内

の旅行注意ほかの実用記事が付録され、清

国との貿易の進め方を紹介している46。

この第 1 編の付録として 6 付録が編集さ

れ、650 ページあまりの第 2 冊目が形の上

では第 1 冊目の続編になっている。その第

1 付録は農工商史で、支那の歴史の中での人

口、国家、社会、風俗、学術、工芸、農業、

工業、商業、山林保護、製塩、市、貨幣など

が時代別にその特徴項目を挙げながら明代

までたどり示し、第 2 付録では日清貿易史

が事例とともに示され、第 3 付録では上海

における英米の居留地規則、第 4 付録では、

日清修好条約やほかの章程が、第 5 付録で

は清英間の諸章程や関税が、第 6 付録では

清国の名士が示した意見や用語の解説が収

録されている47。編集はすっきりしているわ

けではないが、歴史を理解しながらの貿易

に関係した内容が柱となっている。

このように『清国通商綜覧』は、漢口楽善

堂時代の荒尾精を中心としたメンバーの収

集した膨大な情報がまとめられており、歴

史的世界と生の生きた世界を展開している

48。それらはすでに意識されていた日清貿易

研究所の教育に直接的に役立つものであり、

「商業史」や「農業史」、さらに「貿易」関

連の科目は、再編された日清貿易研究所に

おける清国の歴史的背景世界を理解する新

たな授業にもつながり、新たなカリキュラ

ム科目に取り入れられたことは間違いない

と思われる。

また第 2 編は「地」の巻として第 3 冊目

に当たり、清国の各種工芸品の紹介で、優れ

た生産物については説明のほか多数の絵カ

タログで図示もされている（図 12）。これは

1890 年（明治 23 年）に東京で開催された第

3 回内国博覧会へ出品目録で、 清国側の貿

易品が 600 ページにも及んで紹介されてお

り、よくこれだけの工芸品を収集したもの

だと荒尾精をキャップとする漢口楽善堂の

スタッフの努力と力量に驚かされる。のち

の東亜同文書院の「大旅行」では 各地を巡

った書院生たちが、各地から工芸品や製品

図 『清国通商綜覧』に紹介された清国商

品のカタログのうち 例
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を収集し、それが 10 万点に達し、書院構内

の商品陳列所に陳列収蔵され展示されたが、

それはこのカタログがモデルになったと思

われる。しかし、この 10 万点の商品見本は、

第 2 次上海事変（1937 年）による校舎焼失

によりそれらがすべて消失したことは残念

なことであった。

このように『清国通商綜覧』は、漢口楽善

堂時代の荒尾精を中心としたメンバーの収

集した膨大な情報がまとめられており、歴

史的世界と生の生きた世界を幅広く展開し、

清国に関する貿易を意識した百科事典的な

側面も持ち合わせていた。それはすでに意

識されていた日清貿易研究所の教育のバッ

クグラウンドとして直接役立つものであり、

新たなカリキュラム科目の中に取り入れら

れたことは間違いないと思われる。そして

清国との貿易人用の必携書にもなった。

また、この『清国通商綜覧』は根津一が編

集したとはいえ、内容は荒尾精の成果であ

る。軍人であり、本来、清国を軍事戦略的に

とらえるべき荒尾精の立場からすれば、こ

の書は完全に詳細な清国商業案内的な内容

であり、貿易実践用必携タイプの内容にな

っている。たしかに荒尾精は軍事戦略目的

の「復命書」の報告書は提出したが、その内

容も日清貿易の重要性について東アジア情

勢を踏まえて主張する観点が含まれている。

それだけに、この書はこの時期の荒尾精の

関心事が完全に日清貿易指向に傾いており、

貿易に中心を置くスタンスへと変化したこ

とを明確に示した成果だといえる。したが

って、目指すは日清貿易商会であり、それに

付設させる日清貿易研究所であった。しか

し、荒尾精の当初の思惑がはずれた。しか

し、代わって柱となった日清貿易研究所の

生徒を苦労して卒業させると、軍籍を脱ぎ、

京都東山へ身を引き、日清戦争による教え

子たちの死を悼み、清国への賠償に異を唱

えた49。そして再登場するときには視点は台

湾から始まる東南アジアとの貿易組織の確

立へ向けられていた。この書は構想段階か

ら荒尾精の思考を大きく貿易中心へと転換

した証と見て良いだろう。貿易、商業への強

い指向性への転換は、本稿で最初に述べた

少年期の市場や商店体験の記憶への親しみ

が湧き上がったとしか思えないところがあ

る。

（ ）カリキュラムと人脈

以上のような状況から、再編されたカリ

キュラム科目はどのように形づくられたか

はおぼろげながら推測できるが、明確な科

目ごとの担当者については一部を除いて不

明である。

『沿革史』の中に、熊本時代から順に係わ

ってきた宗方小太郎の『懐旧談』が収録さ

れ、その中に、当初計画された「日清貿易商

会」の担当は遠山景直、中西正樹、高橋道、

井深彦三郎、平川恒吉、中島真一らがあた

り、「日清貿易研究所」の方は、かつて熊本

鎮台で荒尾に清国語を教えた御幡雅文、木

下賢良、明治に入って最初（1876 年、明治

9 年）に内陸の四川まで旅をした肥後出身の

竹添進一郎のほか、奥田、浅野（事務職）ら

などと外国人では清国人の沈文藻、英国人

のアスターらが担当したとしている。実際、

宗方小太郎は自分の日記の中で、地理を教

授したこと、作文の添削をしたこと、また、

肥後・熊本から簿記の先生を迎えたこと50、

などを記している。それらを見ると、急遽、

日清貿易研究所を中核に据えることになっ
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た中で、カリキュラムを作成する際に、宗方

らこれまでの関係者がその中心となったこ

と、その中でも肥後・熊本関係者や福島など

東北出身者が中心を担ったように思われる。

この背景には、熊本については、前述した

ように明治維新後の西南戦争直後にすぐに

清国との関係を重視しながら、西南戦争で

破潰された郷土を建て直そうとした肥後・

熊本の佐々友房の「同心学舎」から「済々黌」

に到る学校教育を啓蒙的に広げ、カリキュ

ラムにかかわった､佐々友房、宗方小太郎、

御幡雅文などの人材の輩出があったためで、

かれらは当然日清貿易研究所にもコミット

している。結果的に失敗したとはいえ、日清

貿易研究所よりも早い時期に上海に開設さ

れた東洋学館へ入学しながら、その閉鎖に

よる中退者が、そののち店開きをした漢口

楽善堂を求めるかのように移動し、6 人が入

社（山内厳―福島、荒賀直順―山形、中野二

郎―福島などの東北出身者も）しており、ま

た済々黌からは 5 人が入社して荒尾精のも

とで活動、運営を行っている51。彼らは在学

した東洋学館や済々黌で受講した経験があ

り、そのカリキュラム情報についても荒尾

精に伝わっていった筈である。

こうして荒尾精の漢口楽善堂へは、宗方

小太郎、井手三郎、片山敏彦、前田彪、松田

満雄、奥村金太郎、河原角次郎、広岡安太、

佐野直喜、緒方二三ほか 10 人を超える熊本

県出身者が参加していた。他の県の出身者

は合わせると熊本県出身者の数を上回るが、

1 県で 10 人を上回る熊本県出身者数は突出

していた。ほかの県のメンバーでは、荒尾精

をはじめ、前述の東洋学館からの 6 人と、

浦敬一、藤島武彦、高橋謙、白井新太郎、中

西正樹、石川伍一、井深彦三郎、田鍋安之助、

山崎羔三郎、大屋半一郎、ほかの有力メンバ

ーで、この内の大屋は前述の「興亜会」に付

設された最も古い「支那語学校」の出身者で

もあり、他にも数名の同じ出身者がいた。

（図 13）

そして以上のような動きの中で、1890 年

（明治 23 年）、日清貿易商会と同研究所が

誕生したのである。しかし、繰り返すが当初

予定していた日清貿易商会は財政上白紙と

なり、付属的扱いであった日清貿易研究所

が教育機関として表舞台に浮上することに

なった。創設には荒尾精のほか、宗方小太

郎、山内厳、高橋謙、中西正樹、田辺安之助

ら有力メンバーが協力し、荒尾精が金策で

留守をしているときに、上述のような各学

校のカリキュラム内容と独自のバックグラ

ウンドをベースにした可能な科目群を、清

国貿易を担う担当者養成という目的で、長

崎商業学校長から赴任してきた猪飼麻二郎

教頭の指導と、1 年目の後半に帰国した荒尾

図 13  
日清貿易研究所卒業生の出身府県分布 
（1 黒丸が 1 人を示す） 
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精との指導の下でカリキュラムづくりを行

ったということであろう。

ちなみに入学者と指導関係者を見ると、

熊本勢はさらに多くなり、指導的立場とな

った宗方小太郎や片山敏彦を含め、20 人を

超えている。中には病気になり 1 年目で退

学せざるを得なかった鳥居素川もいた。し

かし、彼もこの日清貿易研究所での経験が

ベースとなり、のちジャーナリズムで活躍

した。他の県のメンバーの中では、「興亜会」

に敷設されていた支那語学校出身者も「東

洋学館」出身者と同数ほど入学するなど、そ

れ以前の清国を対象とした学校教育からの

つながりは無視できない。漢口楽善堂の指

導メンバーも同様である。清国への関心の

高まりをベースに清国との貿易指向がさら

に高まっていった時代背景がうかがえる。

このように日清貿易研究所はそれ以前の教

育試行の歴史と日清間の環境変化に支えら

れてビジネススクールとして成立したとい

える。

4.おわりに

以上、荒尾精を核にして日清貿易研究所

との関わりと、日清貿易研究所の性格につ

いて、それ以前の清国へアプローチをしよ

うとする試行期ともいえる学校との比較や

繋がりにも留意して検討した。

荒尾精は短い人生の中で、少年期の農村

市場の楽しさや人生を変える商店経営とい

う厳しさとを身を以て経験した経歴がある。

その厳しさの中で、警察署長にある意味で

拾われたことが、荒尾に包容力とまじめさ

を備えさせたように思われる。あわせて、警

察署長下の書生時代、朝鮮と清国という国

際関係を知り、以降の軍人養成期にその焦

点が清国へむけられ、清国への好奇心と関

心が強まっていった

そして参謀本部で清国研究をするチャン

スが与えられ、ついに清国へ出かけられる

事になった。その入り口で出会ったのが岸

田吟香だったのも幸運であった。士族をや

め、民間人として自由に起業する岸田吟香

に新鮮さと面白さを感じたと思われるから

である。それは岸田吟香から新設されたば

かりで、清国のヘソに当たる位置にある漢

口商店楽善堂を任された時に、かつて父親

が失敗した苦い金物屋経営記憶を思い出し

たに違いない。『清国通商綜覧』の中で、清

国での失敗をしないためのノウハウを詳細

に調べ挙げ、掲げているのは、なき父親への

鎮魂のように思えるからである。それだけ

でなくあれだけの清国情報を収集したのも、

もう失敗はしたくないという強い思いがあ

ったからであろう。そしてそのための訓練

や学校を作るという強い発想もそこから来

ているように思われる。実際、ほかの軍人で

そのような発想と実践をした例はみられず、

そこに荒尾精の強烈な個性があふれている。

『清国通商綜覧』刊行のための調査は荒尾

のそのような魂と心意気の爆発であり、真

骨頂であったと思われる。

しかし、さらなる清国貿易のための商会

設立は支援してくれる日本政界の混乱の余

波を受けて、立ち往生し、父親の金物屋の失

敗の記憶に匹敵した。両親はそのあとなく

なっている。手立てを失った荒尾精も自殺

まで考えた。その思いを断てたのは、釜戸の

大きな音だったというが、それによって覚

醒した荒尾精は資金の乏しい中、なんとか

生徒たちをつれて上海へ渡った。

状況悪化の中、150 人の生徒の内、荒尾精
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から離反して去ったのは 30 人ですんだ。大

半は荒尾精を信用してくれ、荒尾流の改革

が可能になった。ちょうど金物屋に失敗し

て途方にくれた時、手をさしのべてくれた

警察署長のタイミングとよく似ている。資

金不足から日清貿易商会という本命をカッ

トしたのは大きな決断であった。しかし、そ

の代わり付設のつもりの日清貿易研究所を

新しい本命に転換出来たのは成果であった。

本体は 3 年間で打ち切りとなったが、それ

が事業を集約化でき、漢口楽善堂の経験も

生かし、思い切り清国貿易可能な人材育成

に焦点を合わせることが出来た。しかも､残

留した生徒や指導者たちは、他の学校の体

験者たちも多く、カリキュラム作成の知恵

を出してくれたし、転任してきた前長崎商

業学校の校長も大いにサポートしてくれた。

こうして、清国の言葉を主力に使う語学

と、貿易、商業実務を実践的にも行い人材養

成を目指す日本初のビジネススクールが上

海に誕生したのである。その意味では世界

初のビジネススクールの誕生であった。と

もいえる。そこでは荒尾精の『清国通商綜

覧』で見せた真骨頂がより一層生きること

になった。そしてこの実績は次の東亜同文

書院に継承され、ゆっくりと熟成されるこ

とになる。

以上の､荒尾の人生史と漢口楽善堂から

日清貿易研究所とを絡ませて、まとめとし

たが、荒尾だけの人生史ですべてが決まっ

たわけではない。最後に若干の研究展望を

試みて終わりにしたい。

荒尾はたどり着いた日清貿易研究所でも

苦労したが、ほぼ同じ時期、同じような試行

が全国で展開していた。たとえば、高木秀和

がアプローチをしている同時期の昆布中心

の水産物の清国輸出のさい、清国商人の強

力な組織力に日本側商人が圧倒され、山田

良政が学んだような水産講習所での対応策

を習得する場が設けられるほど、政府の支

援も生まれた。しかし、日本側の組織の不統

一で、その壁は乗り越えられなかったとい

う。当時、各分野で貿易への同じような初挑

戦が行われていたことは間違いない。荒尾

はそれを外地、清国において日本人側の人

材養成という局面で切り開こうとしたので

ある。各分野の試みと日清貿易研究所がそ

の時期にどうつながる可能性を持ったのか、

また、あわせてその際、清国商人と日本商人

との間のもっとも肝心な具体的な交渉のダ

イナミクスがどうであったかという解明の

視点はまだ不十分であり、今後の課せられ

た研究課題でもある。また、日清貿易研究所

を巣立った卒業生は、直後の日清戦争に一

部は通訳従軍など思わぬ道を経験するが、

その後、同研究所で修得したビジネスへの

道をどう展開したかは、同研究所の機能の

評価としても重要である（図 14）。その点、

野口武が「立身」という視点で詳細なデータ

を作り、踏み込もうとしているが52、その先

に何を見ようとするのかにも課題が残る。

この分野に踏み込みつつある両氏には今後

の研究の発展を大いに期待して、長くなっ

図 14 日清貿易研究所卒業生（明治 26 年 6 月） 
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てしまったが、この幕を閉めたい。

「付記」

本稿を作成するに当たり、2018 年度およ

び 2019 年度文科省科学研究費の基盤（C）

「20 世紀前半・民国期における中国の経済

的ネットワーク展開と地域統合に関する研

究」の一部を利用した。

また、本研究をまとめるに当たり、とくに
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